















1）　小野一生氏（昭和 3・1928 年 7 月 6 日生）談
　日系二世、大分県人会の理事、妻のゆき江さん（1931年生）は産婆さんをしていた。父親は小野
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2）　山村敏明氏（昭和 16・1941 年 5 月 30 日生）談
　現リベイラ河沿岸日系団体連合会長・聖南西文化体育連盟会長。父親、明造は鹿児島県万世町出
身で畳職人、昭和 10年頃満州に渡り新京の大使館の横で店を出していた。1944年弟の病気治療の























3）　柳生てるゑ氏（昭和 12・1937 年 5 月 13 日生）談




























































霊祭の午前 9時から 10時までが生長の家の担当で、日本人とブラジル人の講師それぞれ 5人が礼
拝し、最後に講話をした。2017年からレジストロ日伯文化協会も共催に加わり、灯籠流し、盆踊
り、若者によるリベイラ涼風太鼓、マツリダンスなどが行われるようになった。2017年度の灯籠
流しには 2万 5千人にのぼる来場があり、人口 5万 6千のレジストロの町の一大行事となった。
2018年度には移民 110年記念祭としてさらに盛大に行う計画がなされている。
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墓地。2012年に再婚する。同墓地には、父・甲子亀（1941年 5月 16日亡　行年 49歳）、母・やすよ
（1976年 11月 23日亡　行年 87歳）、妻の墓がある。田中氏は 1978年、聖公会エピスコパウ教会を建
立し、近年足が悪くなるまではミサの礼拝には必ず参加してきた。
※本稿は『比較民俗研究』第 32号（2018年 3月）に掲載された「宗教施設と葬墓制―レジストロ本願寺
のことなど―」を再録したものである。
